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はじめに 

 

本実証試験計画書は、「小規模事業場向け有機性排水処理技術（厨房・食堂、

食品工場関係）実証試験要領（第２版 平成１６年４月２８日 環境省環境管

理局）」（以下、「実証試験要領」という。）に基づいて選定された実証対象技術

について、実証機関、環境技術開発者及び実証試験実施場所の所有者の３者が

協議、合意の上、実証試験要領（付録２：実証試験計画）に準拠して策定した

ものである。 
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１． 実証試験参加組織と実証試験参加者の責任分掌 

 

  実証試験に参加する組織は、図１－１に示すとおりである。また、実証試

験参加者とその責任分掌は、表１－１に示すとおりである。 

 

 

 

図１－１ 実証試験参加組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
環 境 省 

総合環境政策局・環境管理局 

実 証 機 関 

（中核機関） 

大阪府環境情報センター 

（連携機関） 

大阪府立食とみどりの総合技術センター 

大阪府立産業技術総合研究所 

財団法人関西環境管理技術センター 

環境技術開発者 

デンセツ商事株式会社 

実証試験実施場所の所有者 

辻ノ内食品株式会社 
品質管理 

グループ 

技術実証委員会 



 2 

 

表１－１ 実証試験参加者の責任分掌 

 
区 分 実証試験参加機関 責 任 分 掌 参 加 者 

実証モデル事業の全プロセスの運営管理 

品質管理システムの構築 

実証試験対象技術の公募・選定 

技術実証委員会の設置と運営 

実証試験計画の策定 

実証試験の実施（統括） 

実証試験データ及び情報の管理 

実証試験結果報告書の作成 

（中核機関） 

大阪府環境情報センター 

実証試験結果報告書のデータベース登録 

統括責任者 

松尾 明 

 

廣田 静志 

森村 潔 

阿部 恭司 

実証試験計画の策定補助 （連携機関） 
大阪府立食とみどりの総合技術センター 実証試験の実施（廃棄物質的評価） 

磯部 武志 

実証試験計画の策定補助 （連携機関） 
大阪府立産業技術総合研究所 実証試験の実施（廃棄物質的評価） 

井本 泰造 

岩崎 和弥 

実証試験計画の策定補助 

実証試験の実施（水質実証等） 

実証試験結果報告書（案）の作成 

実証機関 

（連携機関） 
財団法人関西環境管理技術センター 

技術実証委員会の運営補助 

武甕 孝雄 

門口 敬子 

鎌田 明彦 

谷口 孝誠 

村下 淳子 

内部監査の総括 厚井 弘志 
大阪府環境情報センター 

データ検証の総括 服部 幸和 

大阪府立食とみどりの総合技術センター 連携機関データの検証 木村 良二 

大阪府立産業技術総合研究所 連携機関データの検証 宮内 修平 

品質管理 

グループ 

財団法人関西環境管理技術センター 連携機関データの検証 北村 健 

実証試験実施場所の提案とその情報の提供 

実証対象機器の準備と運転マニュアル等の提供 

必要に応じて 

実証対象機器の運転、維持管理に係る補助 

実証対象機器の運搬、設置、撤去に係る経費負担 

環境技術 

開発者 
デンセツ商事株式会社 

実証試験に係る消耗品等の経費負担 

岩崎 哲治 

実証試験実施場所の情報の提供 

実証試験の実施に協力 

実証試験 
実施場所の 
所有者 

辻ノ内食品株式会社 
実証試験の実施に伴う事業活動上の変化を報告 

辻ノ内 浩明 
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２． 実証試験実施場所の概要 

 

2.1 実証試験実施場所の名称、所在地、所有者等 

  実証試験実施場所の名称、所在地、所有者等は、表２－１に示すとおり

である。 

 

   表２－１ 実証試験実施場所の名称、所在地、所有者等 

 

 

 

  

 

2.2 実証試験実施場所の事業状況 

   実証試験実施場所の事業状況は表２－２に示すとおりである。 

 

表２－２ 実証試験実施場所の事業状況 

    

 

 

 

 

 2.3 現在の排水の状況 

   実証試験実施場所からの排水の流量及び水質については、表２－３に示

すとおりである。（詳細は付録 8.2『過去の流入水量、流入水質に関するデ

ータ』を参照） 

      実証試験場所からの排水については、全量が実証試験対象機器において

処理されており、処理水は公共用水域へ放流されている。 

 

表２－３ 実証試験場所からの排水の流量及び水質 

 

 

 

 

 

 

 

名称 辻ノ内食品株式会社 

所在地 大阪府東大阪市中石切町３丁目1４番３５号 

所有者 辻ノ内食品株式会社 

事業の種類 油揚製造 

規模 事業場面積：800㎡、操業時間7:00～17:00（日曜日は休業） 

原料大豆使用量：1080kg/日 

雇用者数 15人 

流量 32～40ｍ３/日 

水質 

（採取場所：曝気槽入口） 

ｐＨ      ： 4.1～5.2 

ＢＯＤ     ： 2100～4780 mg/L 

ＣＯＤ     ： 499～2610 mg/L 

ＳＳ      ： 194～1330 mg/L 

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質  ： 31.9～205 mg/L 

Ｔ－Ｎ     ： 94.7～234 mg/L 

Ｔ－Ｐ     ： 9.48～38.4 mg/L 

カルシウム   ： 270mg/L 

マグネシウム  ： 54mg/L 
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2.4 実証対象機器の設置状況 

   実証試験実施場所の排水系統図は図２－１に示すとおりである。 

図２－１ 排水系統図 

原料大豆（1080kg／日）

給水 4.5m3 浸　漬 排　水 3.3m3

給水 14.5m3 摩　砕

蒸気 4500kg 湯　煮

オカラ絞り機 オカラ 1440kg

豆　乳

凝固剤 凝　固

整　形

プレス 排水 14.4m3

フライヤー

油　揚

給水 2m3 湯煮施設洗浄 排　水 2m3

給水 10m3 機器・ろ布洗浄 排　水 10m3

給水 2m3 コ ンテナ洗浄 排　水 2m3

　　

給水 1m3 場 内 洗 浄 排　水 1m3

給水 38.5m3 合計 排　水 32.7m3

＊水量については、設計水量である。
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実証対象機器の設置状況（平面図）は図２－２のとおりである。 

図２－２ 平面図 

　

ポンプ槽

原水調整槽

付　着
曝気槽

処理
水槽

沈殿
槽

事務所

河川放流

辻ノ内食品株式会社敷地

住　居

＜府道　石切大阪線＞

工　場 工　場

（音　　川）

油分離槽兼中継槽

排水

　　流れ
処理水
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３. 実証対象技術及び実証対象機器の概要 

 

3.1 実証対象技術の原理及びシステムの構成 

この技術は、従来の活性汚泥処理の原水調整槽及びばっ気槽にひも状接

触酸化ろ材（バイオフリンジ）を充填し、処理効率の向上を図ったもので

ある。排水は振動スクリーンにより固形物を除去し、原水調整槽に貯留す

る。ここには接触材が充填されており、非ばっ気の状態で主に接触材中の

嫌気性微生物による処理を行う。次に揺動床式接触ばっ気槽において、排

水中の有機物を接触材に付着している高活性微生物の働きにより吸着分解

処理する。処理水は沈殿槽で固液分離後放流し、沈殿汚泥はばっ気槽に返

送される。 

実証対象技術のフローシートを図３－１に示す。 

 

         

図３－１ 実証対象技術のフローシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動スクリーン 

ポンプ槽 原水調整槽 
(ﾊﾞｲｵﾌﾘﾝｼﾞ) 

付着曝気槽 
(ﾊﾞｲｵﾌﾘﾝｼﾞ) 

沈澱槽 処理水槽 
流入水 処理水 

返送汚泥
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3.2 実証対象機器の仕様及び処理能力 

表３－１に、実証対象機器の仕様及び処理能力を示すとともに、実証対

象機器の設計図面を図３－２（１）～（２）に示す。 

表３－１ 実証対象機器の仕様及び処理能力 

区 分  仕様及び処理能力等 

名称 揺動床式生物処理法 

型式 ------- 

サイズ(mm) W：11900  D：4600  H：5350 

施設概要 

重量（kg） 約287,000（設備、水量を含む） 

対象 油揚製造排水 

日排水量（㎥ / 日） 最大 40 

流入時間（hr） 10 

時間流入量（㎥ / 時） 時間平均流入量：40÷10＝4 

時間最大流入量：4 × 2 = 8 

流入水質 BOD：4000mg/L、 SS：1000mg/L 

ｐH：5～10、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質：130mg/L 

処理水質 BOD： 120mg/L、 SS： 120mg/L 

ｐH：5.8～8.6、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質：10mg/L 

設計条件 

処理方式 揺動床式生物処理 

ポンプ槽 設計槽容量：設計水量の15min以上 

実槽容積：1500W × 1000L ×2000H = 3㎥ 

滞留時間：22min 

各槽の設計計算 

原水調整槽 設計槽容量：36㎥ 

実槽容積：5000W × 4000L ×2000H = 36㎥ 

滞留時間：21Hr 

充填量： 13.5㎥ （水槽容量の37％）(嫌気処理) 

揺動床式付着曝気槽 実槽容積：4000W × 4000L ×4500H = 72㎥ 

BOD流入量（嫌気処理後3000㎎/L） 

40㎥/日×3000㎎/L×10-3＝120kg･BOD/日 

BOD容積負荷 1.7kg・BOD/㎥/日 

空気量： 9.72㎥/min 

充填量： 33.6㎥ （水槽容量の46％） 

 

沈澱槽 実槽容積 ：1800 × 1800 ×4500H = 12㎥ 

水面積負荷：40㎥ ÷ 3.24㎡ =12.3㎥/㎡・日 

越流負荷 ：40㎥ ÷ 5.6m = 7.1㎥/ｍ・日 

滞留時間 ：12㎥ ÷（40÷24）＝ 7.2Hr 

 処理水槽 実槽容積：1800W × 2000L ×4000H = 14.4㎥ 

滞留時間 ：14.4㎥ ÷（40÷24）＝ 8.4Hr 

ポンプ槽ポンプ 50φ、0.2㎥ ／分、0.4kw、2台 

振動スクリーン NCFU-1SA 、1式 

原水調整槽ポンプ 50φ、0.2㎥ ／分、0.4kw、2台 

曝気槽ブロワ 80φ、5.78㎥ ／分、0.4kg／㎠、7.5kw、2台 

主要機器 

放流ポンプ 50φ、0.2㎥ ／分、0.4kw、2台 

使用薬剤  なし 
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3.3 消耗品及び電力消費量 

   消耗品及び電力消費量については、表３－２に示すとおりである。 

 

表３－２ 消耗品及び電力消費量 

 

 

3.4 実証対象機器の運転及び維持管理に必要な作業項目 

   実証対象機器の運転及び維持管理に必要な作業項目については、表３－

３に示すとおりである。 
   なお、本項目の詳細については、付録8.1『環境技術開発者による運転及

び維持管理マニュアル』に記載されているとおりである。 

 
表３－３ 運転及び維持管理項目 

 
 

 

 

 

 

3.5 汚泥及び廃棄物発生量とその取扱い 

   汚泥及び廃棄物発生量については、表３－４に示すとおりである。なお、

余剰汚泥は定期的にバキューム車で引抜業者委託処理、スクリーンし渣は

おからと共に処分している。 

 

表３－４ 汚泥及び廃棄物発生量 

 

    

 

 

 

 

 

 

項目 消費量 

消耗品消費量 特になし 

電力消費量 196.6kWh/日 

項 目 内 容 頻 度 

定期点検 スクリーンし渣の除去 
機器類等運転状況の確認 1回／日 

項目 発生量 

汚泥発生量 3.6kg/日（dry） 

廃棄物発生量（スクリーンし渣） 10kg/日（wet） 



油揚製造排水処理設備

辻ノ内食品株式会社　殿

ＢＯＤ 4000ppm

中継槽ポンプ

50φ×0.15m3 /分×6.5mH

(有効 0.237m3 )

備　　   考

特
記
事
項

既　設

単位動力(kw)
仕　　 　様
型　　 　式
機 器 名 称

数　　　　量
新　設

NO.

ＣＯＤ

N-H

T-P

T-N

P H

S S

5～10

ppm

ppm

1000

130

3500

ppm

ppm

ppm

訂
正
事
項 -  -

-  -

-  -

-  -3

4

2

1 客先名称

工事名称

ポンプ槽

ポンプ槽ポンプ

50φ×0.2m3 /分×6.5mH

1台

0.4kw

①

2台

0.4kw

②

(3m3 )

原水調整槽

50φ×0.2m3 /分×6.5mH

振動スクリーン

NCFU-1SA

1台

③

調整槽ポンプ

0.4kw

2台

(36m3 )

④

原 水 水 質

原水
40m3 /日

① ②

⑤

④

Ｐ

③

5.8～8.6P H

検図

設計

製図

2台

処理水槽

(14.4m3 )

50φ×0.2m3 /分×6.0mH

フローシート

図面名称

付着曝気槽

(72m3 )

バイオフリンジ

3.0m×3.0m×1.5mH
13.5m3 

1式

⑤

バイオフリンジ

2.4m×4.0m×3.5mH
33.6m3 

1式

⑥

沈澱槽

80φ×5.78m3 /分×0.4kg/㎝2 

曝気槽ブロワ
水中型

7.5kw

2台

(12m3 )
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3.6 実証対象機器の使用者に必要な運転及び維持管理技能 

   実証対象機器の使用者に必要な運転及び維持管理技能については、「施

設全般の運転及び維持管理について知識及び経験がある人」が望ましい。 

 

3.7 騒音・におい対策と建屋の必要性 

  騒音については発生の可能性はないが、においについては嫌気処理を行

う原水調整槽で下水臭があるため、におい対策が必要である。 
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４． 実証試験の内容 

 

4.1 試験期間 

   試験期間は、平成１６年９月６日～平成１７年２月２５日とする。 

実証試験スケジュールを表４－１に示す。 

表４－１ 実証試験スケジュール 

 

 

1 水 1 金 1 月 1 水 1 土 1 火

2 木 2 土 2 火 2 木 2 日 2 水

3 金 3 日 3 水 3 金 3 月 3 木 定期⑪・汚泥⑪　騒音・におい②

4 土 4 月 4 木 4 土 4 火 4 金

5 日 5 火 5 金 5 日 5 水 5 土

6 月 実証試験開始 6 水 6 土 6 月 6 木 定期⑨・汚泥⑨ 6 日

7 火 7 木 7 日 7 火 7 金 7 月

8 水 8 金 8 月 8 水 8 土 8 火 日間②

9 木 9 土 9 火 9 木 定期⑦・汚泥⑦・※② 9 日 9 水 　　〃　

10金 10日 10水 10金 10月 10木

11土 11月 11木 定期⑤・汚泥⑤ 11土 11火 11金

12日 12火 12金 12日 12水 12土

13月 13水 日間①（定期③）　汚泥③ 13土 13月 13木 13日

14火 14木 　　〃　　 14日 14火 14金 14月 週間②

15水 定期①・汚泥① 15金 15月 15水 15土 15火 　　〃

16木 16土 16火 16木 16日 16水 　　〃　　（定期⑫）　汚泥⑫

17金 17日 17水 17金 17月 17木 　　〃

18土 18月 週間①　におい① 18木 18土 18火 18金 　　〃

19日 19火 　　〃 19金 19日 19水 19土 　　〃

20月 20水 　　〃　 20土 20月 20木 定期⑩・汚泥⑩ 20日

21火 21木 　　〃　 ※① 21日 21火 定期⑧・汚泥⑧ 21金 21月

22水 22金 　　〃 22月 22水 22土 22火

23木 23土 　　〃 23火 23木 23日 23水

24金 24日 24水 定期⑥・汚泥⑥ 24金 24月 24木

25土 25月 25木 25土 25火 25金 実証試験終了

26日 26火 26金 26日 26水 26土

27月 27水 27土 27月 27木 27日

28火 28木 定期④・汚泥④ 28日 28火 28金 28月

29水 29金 29月 29水 29土

30木 定期②・汚泥② 30土 30火 30木 30日

31日 31金 31月

注）：表中の※①、※②は、「質的評価用汚泥採取」実施日を示す。

平成16年９月 平成16年10月 平成16年11月 平成16年12月 平成17年１月 平成17年２月
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4.2 実証対象機器の立ち上げ 

  実証対象機器は、実証試験実施場所において平成１１年９月より運転が

開始されている。このため、試験施設の立ち上げについては、既に完了し

ているものと見なし、今回の実証試験に伴う立ち上げ作業は行わない。 

 

 

4.3 監視項目 

  

（１）流量の監視地点、監視方法と監視装置、監視スケジュール 

流量については、原水調整槽から付着曝気槽への流入水量を測定する

ものとし、流入水量は、移流ポンプの稼働時間（ｈｒ）と移流水量（ｍ３

/ｈｒ）の測定結果より、以下の計算式によって求めるものとする。 

 

【流入水量の計算式】 

流入水量（ｍ3/日）＝移流ポンプの稼働時間（ｈｒ）×移流水量（ｍ３/ｈｒ） 

 

①定期試験及び週間水質試験の測定 

［方  法］ 移流ポンプの稼働時間については、ポンプ稼働時間積算計

（アワーメータ）、若しくは配電盤内の移流ポンプの電気配線

に設置したクランプロガー（自記式電流計）で、期間中連続

して測定する。ただし、ポンプ稼働時間（積算計の読み値）

については、１日に３回計測する。 

移流水量については、ポンプが稼働している際、計量ボッ

クスのＶノッチにおける越流水位を１日に３回測定し、流量

換算表より求めるものとする。 

 

②日間水質試験 

［方  法］ 基本的な方法については、定期試験及び週間水質試験に準

じて行う。ただし、ポンプ稼働時間（積算計の読み値）の計

測及びＶノッチにおける越流水位の測定については、１時間

毎に１回計測する。 

 

③上記以外の調査日の測定 

 ［方  法］ 基本的な方法については、定期試験及び週間水質試験に準

じて行う。ただし、ポンプ稼働時間（積算計の読み値）の計

測及びＶノッチにおける越流水位の測定については、１日に
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１回行う。 

 

 

4.4 水質分析 

 

（１）水質実証項目 

    流入水質及び処理水質についての実証項目は、それぞれ以下に示すと

おりである。 

 

①流入水質 

ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 

②処理水質 

ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 

 

（２）試料採取 

   試料の採取にあたっては、流入水及び処理水について、以下の要領で

行う。 

 

①試料採取方法 

  a)流入水 

  ［採取場所］油分離槽兼中継槽 

 ［採取方法］人力による採取器具を使った方法 

 ［採取器具］つるべ、バケツ 

 ［採取量］２～３リットル 

 

b)処理水 

  ［採取場所］処理水槽 

 ［採取方法］人力による採取器具を使った方法 

 ［採取器具］つるべ、バケツ 

 ［採取量］４～５リットル 

 

②採取スケジュール 

採取スケジュールは、実証対象機器の性能評価を適切に行うため、流入

水質及び処理水質について、日間変動の調査（日間水質試験）及び週間変

動の調査（週間水質試験）を行うとともに、全試験期間にわたる総合的な

処理性能の調査（定期試験）を併せて行う。 
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a)定期試験 

［採取期間］定期的に12回（２週間毎に１回） 

   ［採取間隔］1日３回のコンポジット 

   ［採取時刻］原則として10:00、13:00、16:00 

 

b)日間水質試験 

［採取期間］連続した24時間（10:00～翌日9:00迄） 

［採取間隔］1時間毎（24回） 

［採取時刻］毎正時 

  

c)週間水質試験 

［採取期間］連続した６日間 

   ［採取間隔］1日３回 

 ［採取時刻］原則として10:00、13:00、16:00 

 

③採取頻度 

定期試験、日間水質試験及び週間水質試験における試料の採取頻度は、

以下のとおりとする。 

 

a)定期試験 

定期試験は、試験期間中定期的に12回実施するものとし、日程は以下

のとおりとする。 

 

［第１回目］ 平成１６年 ９月１５日 

［第２回目］ 平成１６年 ９月３０日 

［第３回目］ 平成１６年１０月１３日＊１ 

［第４回目］ 平成１６年１０月２８日 

［第５回目］ 平成１６年１１月１１日 

［第６回目］ 平成１６年１１月２４日 

［第７回目］ 平成１６年１２月 ９日 

［第８回目］ 平成１６年１２月２１日 

［第９回目］ 平成１７年 １月 ６日 

［第１０回目］平成１７年 １月２０日 

［第１１回目］平成１７年 ２月 ３日 

［第１２回目］平成１７年 ２月１６日＊２ 
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＊１ １０月１３日の測定は、日間水質試験時、定期試験採取時刻と同一時

刻（10:00、13:00、16:00）のおのおのの測定値の算術平均値を定期

試験結果とする。 
＊２ ２月１６日の測定は、週間水質試験時、定期試験採取時刻と同一時刻

（10:00、13:00、16:00）のおのおのの測定値の算術平均値を定期試

験結果とする。 

 

b)日間水質試験 

日間水質試験は、試験期間中２回実施するものとし、日程は以下のと

おりとする。 

 

［第１回目］平成１６年１０月１３日～平成１６年１０月１４日 

［第２回目］平成１７年 ２月 ８日～平成１７年 ２月 ９日 

   

c)週間水質試験 

週間水質試験は、試験期間中２回実施するものとし、日程は以下のと

おりとする。 

 

［第１回目］平成１６年１０月１８日～平成１６年１０月２３日 

［第２回目］平成１７年 ２月１４日～平成１７年 ２月１９日 

 

④試料の保存 

  採取した試料は、以下の要領で保存する。 

 

a)定期試験における採取試料 

定期試験における試料は、採取毎に等量を混合し、混合試料として保

存する。 

［試料保存用容器］測定日毎、分析項目毎に準備する。 

［分取器具］ビーカー、漏斗 

［試料の分取］バケツに採取した試料は、ビーカー及び漏斗を用いて試

料保存用容器へ分析で規定された容量の 1/3の容量を充填

した後、栓をする。この作業を３回繰り返し、混合試料を

調整する。 

［試料の保存方法］ 

(ⅰ)採取直後 

試料保存用容器に充填した試料は、必要に応じて氷の入ったクー
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ラ－ボックスで冷却保存する。冷却保存が必要でない試料は人為的

な温度調整がない状態で保存する。 

(ⅱ)実証試験場所から分析機関までの移送の間 

試料保存用容器に充填した試料は、採取直後の状態で分析機関ま

で車両（自動車）により移送する。 

  (ⅲ)分析機関 

試料保存用容器に充填した試料は、分析作業が行われる迄の間、

冷却保存が必要な試料は冷蔵庫にて保存する。冷却保存が必要でな

い試料は室温にて保存する。 

 

b)日間水質試験における採取試料 

  日間水質試験における試料は、採取毎に単独試料として保存する。 

［試料保存用容器］採取毎、分析項目毎に準備する。 

［分取器具］ビーカー、漏斗 

［試料の分取］バケツに採取した試料は、ビーカー及び漏斗を用いて試

料保存用容器へ分析方法で規定された容量を充填した後、

栓をする。 

 ［試料の保存方法］ 

(ⅰ)採取直後 

試料保存用容器に充填した試料は、必要に応じて氷の入ったクー

ラ－ボックスで冷却保存する。冷却保存が必要でない試料は人為的

な温度調整がない状態で保存する。 

(ⅱ)実証試験場所から分析機関までの移送の間 

試料保存用容器に充填した試料は、採取直後の状態で分析機関ま

で車両（自動車）により移送する。 

  (ⅲ)分析機関 

試料保存用容器に充填した試料は、分析作業が行われる迄の間、

冷却保存が必要な試料は冷蔵庫にて保存する。冷却保存が必要でな

い試料は室温にて保存する。 

 

c)週間水質試験における採取試料 

週間水質試験における試料は、採取毎に単独試料として保存する。 

［試料保存用容器］採取毎、分析項目毎に準備する。 

［分取器具］ビーカー、漏斗 

［試料の分取］バケツに採取した試料は、ビーカー及び漏斗を用いて試

料保存用容器へ分析方法で規定された容量を充填した後、
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栓をする。 

 ［試料の保存方法］ 

(ⅰ)採取直後 

試料保存用容器に充填した試料は、必要に応じて氷の入ったクー

ラ－ボックスで冷却保存する。冷却保存が必要でない試料は人為的

な温度調整がない状態で保存する。 

(ⅱ)実証試験場所から分析機関までの移送の間 

試料保存用容器に充填した試料は、採取直後の状態で分析機関ま

で車両（自動車）により移送する。 

  (ⅲ)分析機関 

試料保存用容器に充填した試料は、分析作業が行われる迄の間、

冷却保存が必要な試料は冷蔵庫にて保存する。冷却保存が必要でな

い試料は室温にて保存する。 
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（３）分析方法及び分析スケジュール 

  ［分析方法］ 

分析項目 分析方法 

ｐＨ JIS K 0102 12.1 ガラス電極法 

ＢＯＤ JIS K 0102 21.及びJIS K 0102 32.3 隔膜電極法 

ＣＯＤ JIS K 0102 17.滴定法 

ＳＳ 昭和46年環境庁告示第59号付表8 ろ過重量法 

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 昭和49年環境庁告示第64号付表4 抽出分離重量法 

 

［分析スケジュール］ 

分析項目 分析スケジュール 

ｐＨ 採取後直ちに測定 

ＢＯＤ 採取当日もしくは翌日に分析開始 

ＣＯＤ 採取当日もしくは翌日に分析 

ＳＳ 採取当日もしくは翌日に分析 

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 採取当日もしくは翌日に酸固定後、速やかに分析 

 

（４）校正方法及び校正スケジュール 

［校正方法及びスケジュール］ 

機器 校正方法 校正スケジュール 

ｐＨメーター ＪＣＳＳ付標準溶液にて、ゼ

ロ（ｐＨ７）・スパン（ｐＨ

４or９）校正 

毎測定開始時 

ＤＯメーター 機器指示値ゼロ合せ後、酸素

飽和蒸留水にてスパン校正 

毎測定開始時 

直示天秤 

 

標準分銅による指示値確認 

機器指示値ゼロ合せ 

１回／6ヶ月 

毎測定開始時 
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4.5 運転及び維持管理 

   基本的には、付録 8.1『環境技術開発者による運転及び維持管理マニュ

アル』に従い実施する。 

 

（１）運転及び維持管理実証項目 

   運転及び維持管理に関する実証項目は以下のとおりとする。 

    

［運転及び維持管理実証項目］ 

汚泥発生量 

廃棄物発生量 

電力等消費量 

騒音 

におい 

実証項目 

汚泥の質的評価 

 

（２）汚泥発生量の測定方法と測定装置、測定スケジュール 

実証対象機器における汚泥発生量の測定方法、測定スケジュールにつ

いては以下のとおりとする。 

［方  法］①原水調整槽の汚泥（ＳＳ）濃度を測定し、流入水量（ｍ３）

と汚泥（ＳＳ）濃度との積から汚泥量を算出することで、

発生量の推定を行う。 

     ②付着曝気槽の汚泥（ＳＳ）濃度を測定し、付着曝気槽の

有効容量（ｍ３）と汚泥（ＳＳ）濃度との積から汚泥量を

算出することで、発生量の推定を行う。 

③沈殿槽の汚泥界面（ｍ）と返送汚泥（ＭＬＳＳ）濃度を

測定し、沈殿槽の汚泥体積（ｍ３）と返送汚泥（ＭＬＳＳ）

濃度との積から汚泥量を算出することで、発生量の推定

を行う。 

④バキューム車で引抜業者委託処理している余剰汚泥につ

いて、バキューム車引抜直前の汚泥（ＳＳ）濃度を測定

し、引抜量（ｍ３）と汚泥（ＳＳ）濃度との積から汚泥量

を算出する。 

  ［測定頻度］ ２週間毎に１回（試験期間中12回） 

なお、試料採取は、流入水及び処理水の採取日に併せて

実施するものとし、バキューム車引抜汚泥については、バ

キューム車の引抜日に併せて実施するものとする。 
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（３）廃棄物発生量の測定方法と測定装置、測定スケジュール 

   実証対象機器における廃棄物発生量の測定方法、測定スケジュールに

ついては以下のとおりとする。 

［方  法］ スクリーン上のし渣を採取し、重量計にて重量を測定

する 

   ［測定頻度］ １日１回（定期的に含水率を併せて測定する） 

           

（４）電力等消費量の測定方法と測定装置、測定スケジュール 

   実証対象機器についての電気使用量は、施設の使用量を単独で測定す

る機器（電力計等）が現状では設置されていないため、以下の方法によ

り求めた実測値と推定値を合計した値とする。 

   ［方  法］①間欠的に稼働するポンプ類については、配電盤内のポ

ンプ類の電気配線に設置するクランプロガー（自記式

電流計）で連続的に稼働時間を測定する。 

②通常連続稼働しているポンプ類等については、1日あた

りの稼働時間を24時間とする。 

③タイマー等により自動間欠的に稼働するポンプ類等に

ついては、設定時間を用いる。 

 

それぞれの稼働時間に各設備機器類の仕様に示された

電力消費量を乗じた値を算出し、その合計より実証試験

対象施設における1日あたりの消費電力量を推定する。 

   ［測定頻度］ 試験期間中連続 

 

（５）騒音の測定方法、測定スケジュール 

    実証対象機器における騒音の測定方法、測定スケジュールについては

以下のとおりとする。 

    ［方  法］ 測定は JIS C 1502に定められた普通騒音計を用いて、

JIS Z 8731「環境騒音の表示・測定方法」に準拠して行

う。測定は実証対象機器の設置場所から１ｍ離れた地点

の騒音レベルを測定する。測定時間は１地点当たり10分

程度とする。 

    ［測定頻度］ 測定は試験期間中１回実施するものとし、日程は平成

１７年２月３日とする。 
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（６）においの測定方法、測定スケジュール 

    実証対象機器におけるにおいの測定方法、測定スケジュールについて

は以下のとおりとする。 

    ［方  法］  実証試験調査場所周辺（施設から1.5ｍ程度離れた場

所）で風下側に立ち、ゆっくりと移動をしながらにお

いを嗅ぎ、においの比較的強いと感じられる地点（１

～２地点程度）で、地上から高さ約 1.5ｍから内容量

10Lのポリエステル製バックにサンプラーを用い試料

ガスを１分以内で採取する。試料ガスを採取後、臭気

指数・臭気濃度・臭気強度・不快度・臭質の５項目に

ついて官能試験を行う。但し、試料採取時には採取状

況を把握するために気温・湿度・風向風速（屋外採取

時）・臭気強度・不快度・臭質も測定しておく。測定項

目及び測定試験方法を以下の表に示すとおりである。 

 

測 定 項 目 測 定 試 験 方 法 

臭気指数 平成７年環境庁告示第63号 

臭気濃度 三点比較式臭袋法 

臭気強度 ６段階臭気強度表示法 

不快度 ９段階快・不快度表示法 

臭質 嗅覚による 

風向・風速 微熱線式風速計・方位磁石 

気温・湿度 アスマン通風乾湿計 

 

    ［測定頻度］ 測定は試験期間中２回実施するものとし、日程は以下

のとおりとする。 

［第１回目］ 平成１６年１０月１８日 

［第２回目］ 平成１７年 ２月 ３日 
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（７）汚泥の質的評価 

    実証対象機器における汚泥の質的評価に係わる測定項目と方法、スケ

ジュールについては以下のとおりである。 

    ［評価項目］ 

① 汚泥の理化学性試験 

［項目及び方法］ 

項目 方法 

水分、油分、ｐH、塩類濃度、

全窒素、全リン酸、カリウム、

カルシウム、マグネシウム、

マンガン、鉄、全炭素 

農林水産省農業環境技術研究所編、

財団法人日本肥糧検定協会発行の

「肥料分析法1992年版」 

  

② 発芽試験・根長測定による生育障害性調査 

［方  法］ 

          財団法人日本土壌協会発行 堆肥等有機成分分析法（2000）に準拠 

    ［スケジュール］ 

汚泥の質的評価のための汚泥の採取は、試験期間中２回実施する

ものとし、秋季及び冬季に各１回実施する。日程は以下のとおりと

する。 

［第１回目］ 平成１６年１０月２１日 

［第２回目］ 平成１６年１２月 ９日 
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５． データの品質管理 

 

本実証試験を実施するにあたりデータの品質管理は、大阪府環境情報セン

ター及び（財）関西環境管理技術センターが定める品質マニュアルに従って

実施するものとする。 

 

（１）データ品質指標 

本水質実証項目の分析においては、ＪＩＳ等公定法に基づいて作成し

た標準作業手順書の遵守の他、以下に示すデータ管理・検証による精度

管理を実施する。 

 

 

水質実証項目 精度管理方法 

ＢＯＤ 毎分析時に標準（ｸﾞﾙｺｰｽ･ｸﾞﾙﾀﾐﾝ酸）による測定

値の確認を実施。 

ＣＯＤ 

ＳＳ 

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 

 

全測定試料の10％程度に対し、二重測定を実施。 
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６．データの管理、分析、表示 

 

6.1 データ管理とその方法 

  本実証試験から得られる以下のデータは、大阪府環境情報センター及び

（財）関西環境管理技術センターが定める品質マニュアルに従って管理す

るものとする。 

  また、本実証試験の品質管理者は大阪府環境情報センター環境技術支援

課長とする。 

なお、データの検証は品質管理グループを構成する（財）関西環境管理

技術センター技術調査役、大阪府立食とみどりの総合技術センター都市農

林部土壌管理グループリーダー、大阪府産業技術総合研究所業務推進部総

括研究員がそれぞれの機関で分担する業務に対して実施し、実証試験全体

のデータ検証を大阪府環境情報センター環境科学室分析課長が行う。 

 

（１）データの種類 

データの種類は以下のとおりとする。 

①流量 

  流入水量 

 

②水質実証項目のデータ 

水質実証項目のデータは以下のとおりとする。 

a) 定量データ 

水質実証項目の定量データは以下のとおりとする。 

（ⅰ）水質分析結果 

ｱ)流入水質 

ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 

ｲ)処理水質 

ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 

（ⅱ）試料採取時の記録 

ｱ)採取時の気温 

ｲ)採取試料の水温 

 

b) 定性データ 

水質実証項目の定性データは以下のとおりとする。 

（ⅰ）試料採取時の記録 

ｱ)採取地点、採取日、採取時刻、採取時の天候 
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ｲ)採取試料の色相、外観、臭気（水質所見） 

 

③運転及び維持管理実証項目のデータ 

運転及び維持管理実証項目のデータは以下のとおりとする。 

a) 定量データ 

運転及び維持管理実証項目の定量データは以下のとおりとする。 

（ⅰ）環境影響に関するもの 

 ｱ)発生汚泥量 

  ｲ)廃棄物発生量 

ｳ)騒音測定結果 

ｴ)におい測定結果 

（ⅱ）使用資源に関するもの 

ｱ)電力等消費量 

ｲ)排水処理薬品使用量 

ｳ)微生物製剤使用量 

  ｴ)その他消耗品使用量 

（ⅲ）運転及び維持管理性能に関するもの 

  ｱ)実証対象機器の立ち上げに要する期間 

  ｲ)実証機器の停止に要する時間 

 

b) 定性データ 

運転及び維持管理実証項目の定性データは以下のとおりとする。 

（ⅰ）環境影響に関するもの 

ｱ)質的評価（２次処理の容易さ、有効利用試験等） 

（ⅱ）運転及び維持管理性能に関するもの 

ｱ)流入水の色相、外観、臭気（水質所見） 

ｲ)処理水の色相、外観、臭気（水質所見） 

 ｳ)実証対象機器運転及び維持管理に必要な人員数と技能 

 ｴ)実証対象機器の信頼性 

ｵ)トラブルからの復帰方法 

ｶ)運転及び維持管理マニュアルの評価 
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6.2 データ分析と表示 

  本実証試験で得られたデータについては、必要に応じ統計分析の処理を

実施するとともに、使用した数式を実証試験結果報告書に掲載する。 

  実証項目の測定結果の分析・表示方法は以下のとおりである。 

 

（１）流量 

  ①全ての流量監視データを示す表 

②流量の日間変動を示すグラフ 

③日流量の週間変動を示すグラフ 

④実証試験期間中の日流量の経日変化を示すグラフ 

⑤実証試験期間中の日流量の箱型図 

 

（２）水質実証項目のデータ 

①全試料分析結果を示す表 

②汚濁物質濃度の日間変動を示すグラフ 

 ③汚濁物質濃度の週間変動を示すグラフ 

 ④実証試験期間中の汚濁物質濃度の経日変化を示すグラフ 

 ⑤実証試験期間中の汚濁物質濃度の箱型図 

 ⑥実証対象機器の除去効率 

 

（３）運転及び維持管理実証項目のデータ 

①所見のまとめ 

②実証対象機器の運転性と信頼性のまとめ（定常運転、異常事態の両方に

ついて示す） 

③運転及び維持管理マニュアルの使い易さのまとめ 

④実証対象機器の信頼性と、実証試験中に確認された運転及び維持管理実

証項目の変動に関するまとめ 

⑤要求される運転及び維持管理技能のまとめ 

⑥月間平均維持管理時間 

⑦発生汚泥量を示す表またはグラフ 

⑧廃棄物（汚泥を除く）の発生量を示す表またはグラフ 

⑨排水処理薬品の使用量を示す表またはグラフ 

⑩微生物製剤等の使用量を示す表またはグラフ 

⑪電力消費量を示す表またはグラフ 

⑫その他消耗品の使用量を示す表またはグラフ 
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７． 監査 

 

本実証試験で得られたデータの品質監査は、大阪府環境情報センター及び

（財）関西環境管理技術センターが定める品質マニュアルに従って行うもの

とする。 

実証試験が適切に実施されていることを確認するために実証試験の期間中

に１回内部監査を実施する。 

この内部監査は、本実証試験から独立している大阪府環境情報センター 

環境科学室長を内部監査員として任命し実施する。 

内部監査員は内部監査の結果を品質管理責任者及び大阪府環境情報センタ

ー所長に報告する。 
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８．付録 

 

8.1 環境技術開発者による運転及び維持管理マニュアル 

 

8.2 過去の流入水量、流入水質に関するデータ 

 

8.3 実証試験に係る作業手順書 

  



 

保全管理作業報告書 

 

年月日 天候 記録者 

   

 

実 証 対 象 施 設 の 稼 働 状 況（１） 

運転状況 正常（運転・休止）・異常 

水漏れ及び異常音の有無 有（水漏れ・異常音）・無 

施設全体 

臭気の有無 有（強・弱・微）・無 

槽の異常 有（破損・水量異常・夾雑物）・無 油分離槽兼中継

槽 中継槽ポンプの稼働状況 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

槽の異常 有（破損・水量異常・夾雑物）・無 

№１ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

ポンプ槽 

ポンプ槽ポンプの稼働状況 

№２ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

スクリーンの異常 有（閉塞・異物・異常音）・無 

正常・異常（増加・減少） 

振動スクリーン 

スクリーンし渣の状況 

測定値（         ｋｇ） 

槽の異常 有（破損・水量異常・発泡）・無 

スカムの有無 有（多量（調整槽ブロア運転（有・無））・少量）・無 

異臭の有無 有（調整槽ブロア運転（有・無））・無 

調整槽ブロアの稼働状況 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

№１ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 調整槽ポンプ（移流ポンプ）

の稼働状況 №２ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

№１ 
ポンプの積算稼働時間（ｈｒ）＝ 

読みとり時刻（   ：   ） 

原水調整槽 

＊調整槽ポンプ（移流ポン

プ）の稼働時間 

（積算時間計の読み値） 
№２ 

ポンプの積算稼働時間（ｈｒ）＝ 

読みとり時刻（   ：   ） 

計量槽 ＊Ｖノッチ越流高さ Ｖノッチ越流高さ（ｃｍ） ＝ 

読みとり時刻（   ：   ） 

槽の異常 有（破損・漏水・水量異常）・無 

正常・異常（発泡・異色・浮上（曝気量変更（有・無））） 

＊ＳＶ30 （        ） 

測定時間（   ：   ～   ：   ） 

汚泥の状況 

＊ＳＶ24Hr（        ） 

№１ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

付着曝気槽 

曝気槽ブロアの稼働状況 

№２ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 



 

表２－１（２） 管理日報（デンセツ商事㈱：辻ノ内食品） 

 

実 証 対 象 施 設 の 稼 働 状 況（２） 

槽の異常 有（破損・漏水）・無 

スカムの有無 有（多量（水による粉砕（有・無））・少量）・無 

正常・異常 汚泥の状況 

＊汚泥界面（        ｍ） 

沈殿槽 

汚泥返送ポンプの稼働状況 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

槽の異常 有（破損・漏水）・無 

№１ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

処理水槽 

放流ポンプの稼働状況 

№２ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

所見、その他特記事項  
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１．実証対象技術のフローシートと試料採取位置等 

実証対象技術のフローシートと試料採取位置等を図１－１に示す。 

  

 

図１－１ 実証対象技術のフローシートと試料採取位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動スクリーン 

ポンプ槽 原水調整槽 
(ﾊﾞｲｵﾌﾘﾝｼﾞ) 

付着曝気槽 
(ﾊﾞｲｵﾌﾘﾝｼﾞ) 

沈澱槽 処理水槽 ●  

流入水 

処理水 

返送汚泥

 

油分離槽兼中継槽 ● 

流入水採取位置 

処理水採取位置 
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２．作業手順 

2.1 実証試験実施場所への入退場 

  実証試験実施場所への入退場については、作業手順（１）によるものと

する。 

 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（１） 実証試験実施場所への入退場（１） 

策定者 村下 淳子 

実証試験実施場

所への入場 

（身分表示） 

 実証機関関係者は、第３者にも良く分かる位置に名札を装着する

とともに、各所属先が発行した身分証明書を常に携帯する。 

（関係車両の駐車） 

 実証機関関係者は、関係車両を事前に許可を受けた駐車位置（実

証対象機器横駐車場）に駐車する。 

（作業開始の挨拶） 

 実証機関関係者は、一階事務所を訪ね、作業開始の挨拶をする。 

実証試験実施場

所からの退場 

（整理整頓） 

 実証機関関係者は、整理整頓を行い、実証試験実施場所から退場

する。 

（実証試験機器の稼働異常の確認） 

 実証機関関係者は、退場時、実証試験機器の稼働異常の有無を最

終確認する。 

（作業終了の挨拶） 

 実証機関関係者は、一階事務所を訪ね、作業終了の挨拶をする。 
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2.2 実証試験機器の稼働状況とその記録 

  実証試験機器の稼働状況の確認とその記録については、作業手順（２）

によるものとする。 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（２） 
実証試験機器の稼働状況の確認

とその記録方法 
策定者 村下 淳子 

実証試験機器の稼

働状況の確認 

（確認事項と確認方法） 

 

区 分 確 認 事 項 確 認 方 法 

施設全体 運転状況、水漏れ、異常音、臭気 目視等による 

油分離槽兼

中継槽 

槽の異常、中継槽ポンプの稼働状況、ク

ランプロガーの稼働状況 

目視等による 

ポンプ槽 槽の異常、ポンプ槽ポンプの稼働状況、

クランプロガーの稼働状況 

目視等による 

振動スクリ

ーン 

スクリーンの異常、スクリーンし渣の状

況 

目視等による 

槽の異常、スカム、異臭、調整槽ブロア

の稼働状況、調整槽ポンプ（移流ポンプ）

の稼働状況、クランプロガーの稼働状況 

目視等による 原水調整槽 

調整槽ポンプ（移流ポンプ）の稼働時間 積算時間計（アワーメータ）

の値を読み取る 

計量槽 Ｖノッチ越流高さ 備付けのスケールで計測す

る 

付着曝気槽 槽の異常、汚泥の状況、曝気槽ブロアの

稼働状況 

目視等による 

沈殿槽 槽の異常、スカム、汚泥の状況、返送汚

泥ポンプの稼働状況 

目視等による 

処理水槽 槽の異常、放流ポンプの稼働状況、クラ

ンプロガーの稼働状況 

目視等による 

 

実証試験機器の稼

働状況の記録 

（記録方法） 

実証試験機器の稼働状況については、表２－１に示す管理日報に記録

するものとする。 
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表２－１（１） 管理日報（デンセツ商事㈱：辻ノ内食品） 

 

年月日 天候 記録者 検査印 

   

 

 

 

実 証 対 象 施 設 の 稼 働 状 況（１） 

運転状況 正常（運転・休止）・異常 

水漏れ及び異常音の有無 有（水漏れ・異常音）・無 

施設全体 

臭気の有無 有（強・弱・微）・無 

槽の異常 有（破損・水量異常・夾雑物）・無 油分離槽兼中継

槽 中継槽ポンプの稼働状況 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

槽の異常 有（破損・水量異常・夾雑物）・無 

№１ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

ポンプ槽 

ポンプ槽ポンプの稼働状況 

№２ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

スクリーンの異常 有（閉塞・異物・異常音）・無 

正常・異常（増加・減少） 

振動スクリーン 

スクリーンし渣の状況 

測定値（         ｋｇ） 

槽の異常 有（破損・水量異常・発泡）・無 

スカムの有無 有（多量（調整槽ブロア運転（有・無））・少量）・無 

異臭の有無 有（調整槽ブロア運転（有・無））・無 

調整槽ブロアの稼働状況 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

№１ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 調整槽ポンプ（移流ポンプ）

の稼働状況 №２ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

№１ 
ポンプの積算稼働時間（ｈｒ）＝ 

読みとり時刻（   ：   ） 

原水調整槽 

＊調整槽ポンプ（移流ポン

プ）の稼働時間 

（積算時間計の読み値） 
№２ 

ポンプの積算稼働時間（ｈｒ）＝ 

読みとり時刻（   ：   ） 

計量槽 ＊Ｖノッチ越流高さ Ｖノッチ越流高さ（ｃｍ） ＝ 

読みとり時刻（   ：   ） 

槽の異常 有（破損・漏水・水量異常）・無 

正常・異常（発泡・異色・浮上（曝気量変更（有・無））） 

＊ＳＶ30 （        ） 

測定時間（   ：   ～   ：   ） 

汚泥の状況 

＊ＳＶ24Hr（        ） 

№１ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

付着曝気槽 

曝気槽ブロアの稼働状況 

№２ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 
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表２－１（２） 管理日報（デンセツ商事㈱：辻ノ内食品） 

 

実 証 対 象 施 設 の 稼 働 状 況（２） 

槽の異常 有（破損・漏水）・無 

スカムの有無 有（多量（水による粉砕（有・無））・少量）・無 

正常・異常 汚泥の状況 

＊汚泥界面（        ｍ） 

沈殿槽 

汚泥返送ポンプの稼働状況 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

槽の異常 有（破損・漏水）・無 

№１ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

処理水槽 

放流ポンプの稼働状況 

№２ 正常（運転（自動・手動）・休止）・異常 

＊ク ラ ン プ ロ ガ ー の 稼 働 状 況 

データ回収実施 有・無 

No. 中継槽ポンプ ＲＥＣ表示（有・無） 電池残量（３・２・１・０） 電池交換（有・無） 

No. ポンプ槽ポンプNo.1 ＲＥＣ表示（有・無） 電池残量（３・２・１・０） 電池交換（有・無） 

No. ポンプ槽ポンプNo.2 ＲＥＣ表示（有・無） 電池残量（３・２・１・０） 電池交換（有・無） 

No. 調整槽ポンプNo.1 ＲＥＣ表示（有・無） 電池残量（３・２・１・０） 電池交換（有・無） 

No. 調整槽ポンプNo.2 ＲＥＣ表示（有・無） 電池残量（３・２・１・０） 電池交換（有・無） 

No. 調整槽ブロア ＲＥＣ表示（有・無） 電池残量（３・２・１・０） 電池交換（有・無） 

No. 放流ポンプNo.1 ＲＥＣ表示（有・無） 電池残量（３・２・１・０） 電池交換（有・無） 

No. 放流ポンプNo.2 ＲＥＣ表示（有・無） 電池残量（３・２・１・０） 電池交換（有・無） 

所見、その他特記事項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）：＊印は調査時のみ測定 
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2.3 流入水量の測定と記録 

流入水量の測定と記録については、作業手順（３）によるものとする。 

 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（３） 流入水量の測定と記録方法 

策定者 村下 淳子 

流入水量の測定 （流入水量の測定） 

  

 流入水量（ｍ３／日）は、移流ポンプの稼働時間（ｈｒ）＊１と

移流水量（ｍ３／ｈｒ）＊２との積から算出するものとする。 

 

＊１ 移流ポンプの稼働時間（ｈｒ）は、ポンプ稼働時間積算計（アワメータ）

若しくは配電盤内の移流ポンプの電気配線に設置するクランプロガー

（自記式電流計）で期間中連続して測定する。 

 

＊２ 移流水量（ｍ３／ｈｒ）は、移流ポンプ稼働時における計量槽のＶノッ

チ越流高さを基に、換算表から求める。 

 

（測定頻度） 

定期試験及び週間水質試験 

移流ポンプ稼働時間（積算計の読み値）・・・ １日に ３回 

移流水量                     ・・・ １日に ３回 

 

日間水質試験 

移流ポンプ稼働時間（積算計の読み値）・・・ １時間に１回 

移流水量               ・・・ １時間に１回 

 

上記調査以外の調査日 

移流ポンプ稼働時間（積算計の読み値）・・・ １日に １回 

移流水量              ・・・ １日に １回 

流入水量の記録 （記録方法） 

流入水量（ｍ３／日）については、表２－１に示す管理日報

に記録するものとする。 

なお、定期試験、週間水質試験及び日間水質試験における移

流ポンプ稼働時間（積算計の読み値）とＶノッチ越流高さにつ

いては、サンプリング野帳に記録するものとする。 
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2.4 流入水及び処理水の試料採取 

流入水及び処理水の試料採取については、作業手順（４）によるものと

する。 

 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（４） 流入水及び処理水の試料採取方法 

策定者 村下 淳子 

水質実証項目 流入水及び処理水に係る水質実証項目は、以下に示す５項目

とする。 

ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 

試料採取場所   流入水 ・・・ 油分離槽兼中継槽 

  処理水 ・・・ 処理水槽 

試料採取頻度 定期試験   ・・・ 実証期間中、定期的に 

         ３回（10:00、13:00、16:00）／日（１２時期） 

日間水質試験 ・・・ 連続した２４時間において 

１時間間隔で２４回 （２時期） 

週間水質試験 ・・・ 連続した６日間において 

３回（10:00、13:00、16:00）／日 （２時期） 

試料採取方法  定期試験 

（流入水） 

   流入水は、つるべを用いて流入水を１日３回のコンポジッ

トサンプルとして500ｍｌ×３本のポリ容器に採取する。 

 （処理水）   

処理水は、つるべを用いて処理水を１日３回のコンポジッ

トサンプルとして1000ｍｌ×４本のポリ容器に採取する。 

日間水質試験及び週間水質試験 

（流入水） 

   流入水は、つるべを用いて流入水を 500ｍｌ×３本のポリ

容器に採取する。 

 （処理水）   

処理水は、つるべを用いて処理水を1000ｍｌ×４本のポリ

容器に採取する。 
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2.5 汚泥発生量の測定 

汚泥発生量の測定については、作業手順（５）によるものとする。 

 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（５） 汚泥発生量の測定方法 

策定者 村下 淳子 

実証項目 ① 汚泥（ＳＳ）濃度 

② 汚泥界面と返送汚泥（ＭＬＳＳ）濃度 

③ バキューム車引抜汚泥（ＳＳ）濃度 

試料採取場所 ① 原水調整槽及び付着曝気槽 

② 沈殿槽 

③ バキューム車引抜汚泥 

試料採取頻度   実証期間中、２週間ごとに１回（１２時期） 

なお、試料採取①及び②については、流入水及び処理水の

採取日に併せて実施するものとし、③についてはバキューム

車の引抜日に併せて実施するものとする。 

試料採取方法 （原水調整槽） 

  原水調整槽は、調整ブロア稼働終了直後に、つるべを用い

て槽内の汚泥を500ｍｌ×１本のポリ容器に採取する。 

（付着曝気槽） 

  付着曝気槽は、つるべを用いて槽内の汚泥を 100ｍｌ×１

本のポリ容器に採取する。 

（沈殿槽） 

沈殿槽は、メジャー付水中ライトを用いて汚泥界面を測定

する。また、ポリビーカーを用いて沈殿槽から付着曝気槽へ

の返送汚泥を100ｍｌ×１本のポリ容器に採取する。 

（バキューム車引抜汚泥） 

バキューム車引抜汚泥は、ポリビーカーを用いて汚泥を

100ｍｌ×各１本のポリ容器に採取する。  

汚泥量の算出方法 ① 原水調整槽は、流入水量（ｍ３）と汚泥（ＳＳ）濃度との

積から汚泥量を算出する。 

付着曝気槽は、付着曝気槽有効容量（ｍ３）と汚泥（Ｓ

Ｓ）濃度との積から汚泥量を算出する。 

② 沈殿槽は、汚泥界面から求めた沈殿槽の汚泥体積（ｍ３）

と返送汚泥（ＭＬＳＳ）濃度との積から汚泥量を算出す

る。 

③ バキューム車引抜汚泥は、引抜量（ｍ３）と汚泥（ＳＳ）

濃度との積から汚泥量を算出する 
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2.6 廃棄物発生量の測定 

廃棄物発生量の測定については、作業手順（６）によるものとする。 

 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（６） 廃棄物発生量の測定方法 

策定者 村下 淳子 

試料採取方法 スクリーン上のし渣を土のう袋に取り、プレスし、重量計に

て重量を測定する。 

試料採取頻度   実証期間中、１日１回 

なお、２週間ごとに１回、含水率を併せて測定する。 

 

 

2.7 採取試料の保存と輸送 

採取試料の保存と輸送については、作業手順（７）によるものとする。 

 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（７） 採取試料の保存と輸送方法 

策定者 村下 淳子 

採取試料の保存方法 

（水質） 

採取した水質試料のうち、ＢＯＤ及びＣＯＤ分析用のポリ容

器については、採取直後に氷の入ったクーラーボックスで冷却

保存する。それ以外のものについては、人為的な温度調整がな

い状態で保存するものとする。  

なお、分析に供するまでの期間については、ＢＯＤ及びＣＯ

Ｄ分析用のポリ容器は冷蔵庫で、また、それ以外のポリ容器に

ついては室温で保存する。 

採取試料の保存方法 

（臭い） 

採取した試料のうち、臭いについては、採取後のポリエステ

ル製バックを人為的な温度調整がない状態で遮光保存するも

のとする。  

なお、分析スケジュールは、採取当日分析とする。 

採取試料の輸送方法   採取試料については、採取直後の状態で、速やかに分析機関

まで車両で輸送するものとする。   

 

 

2.8 分析 

採取試料の分析については、品質マニュアル（分析に係る標準作業手順

書）によるものとする。 
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2.9 電力等使用量の測定と記録 

電力等使用量の測定と記録については、作業手順（８）によるものとす

る。 

 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（８） 電力等使用量の測定と記録方法 

策定者 村下 淳子 

電力等使用量の測定

方法 

（間欠的に稼働するポンプ類） 

間欠的に稼働するポンプ類については、配電盤内のポンプ類

の電気配線に設置するクランプロガー（自記式電流計）で連続

的に稼働時間を測定する。 

 

中継槽ポンプ、ポンプ槽ポンプ、振動スクリーン、調整槽ポ

ンプ（移流ポンプ）、放流ポンプ 

 

（連続的に稼働するポンプ類等） 

 連続的に稼働するポンプ類等については、稼働時間を２４時

間とする。 

  

曝気槽ブロア 

 

（タイマー等により自動間欠的に稼働するポンプ類等） 

 タイマー等により自動間欠的に稼働するポンプ類等につい

ては、設定時間を用いる。 

 

 調整槽ブロア 

 

電力等使用量の算出

方法 

  各ポンプ類等の稼働時間と各ポンプ類等の消費電力との積

から、電力等の使用量を算出するものとする。   
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2.10 汚泥の質的評価 

汚泥の質的評価については、作業手順(９)によるものとする。 

 

策定日 H16.9.1 
改定日 

 
作業手順（９） 

 

 
汚泥の質的評価方法（１） 

策定者  岩崎 和弥 
汚泥の採取場所 
 
 

（採取場所） 
汚泥返送部分 

 (採取方法) 

柄杓等を用いて返送汚泥を容器にサンプリングして静置し汚泥

成分を沈降させる(一次濃縮）。沈降した汚泥を更に別の容器に移し

て沈降させる(二次濃縮）。上記の一次・二次濃縮は現場にて実施す

る。 

 濃縮した汚泥を府立産技総研にて遠心分離または吸引ろ過する

ことにより脱水して汚泥の質的評価に必要な量を確保する。 

サンプリング場所及び状況は写真撮影を行うともに特記事項は

記載しておく。 
汚泥の輸送方法  密閉式の容器またはポリタンクにて輸送する。 

汚泥の保存方法  密閉式の保管用容器を冷蔵室(４℃）にて保存する。 

汚泥の加工方法   遠心分離または吸引ろ過することにより汚泥を脱水する。 

  脱水後の汚泥は恒温槽(60℃)で乾燥する。 

  脱水後の汚泥および乾燥後の汚泥については、下水道試験法に準

じて加熱減量法により含水率を測定する。 

但し、汚泥採取量が少ない場合は、含水率測定に用いる試料を規

定量より少なくして測定する。また蒸発乾固は恒温槽(60℃)で行

う。 

 

 乾燥汚泥は（２）の生物検定試験の検体に供する。 
 

結果の記録方法 分析結果については表２－２に示す野帳に記録する。 
汚泥の状態については写真撮影を行う。 
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表２－２　分析記録野帳（デンセツ商事株式会社）
検査印

試料採取場所 　

試料採取日　　　　　　年　　　　月　　　　　日 　分析担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　分析日　　　　　　　年　　　　月　　　　　日

分析項目 分析結果 分析方法 備考

汚泥水分率(脱水後) 加熱減量法

汚泥水分率(乾燥後) 加熱減量法

［所見、その他特記事項］
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策定日 H16.9.1 

改定日 
 
作業手順(９) 

 

 
汚泥の質的評価方法（２） 

策定者 磯部 武志 
汚泥の理化学性試

験項目と方法 
 汚泥の理化学性分析項目と方法［分析項目（  ）は方法］ 
油分（重量法）、ｐH（ガラス電極法）、塩類濃度（電気伝導率計法）、

全窒素（デバルダ合金－硫酸法）、全リン酸（バナドモリブデン酸

アンモニウム法）、カリウム（原子吸光測定法）、カルシウム（原

子吸光測定法）、マグネシウム（原子吸光測定法）、マンガン（原

子吸光測定法）、鉄（原子吸光測定法）、全炭素（乾式燃焼法） 

 

分析方法は農林水産省農業環境技術研究所編、財団法人日本肥糧

検定協会発行の「肥料分析法1992年版」に準じて行う。 
発芽試験による障

害性調査 
 

(供試植物) 

  コマツナ 
(試験方法) 

汚泥の水抽出液(1:10)をろ紙を敷いたシャーレに入れ、コマツナ

種子を播種し、30℃暗黒条件下で３日間インキュベートを行い、発

芽率を調査する。 

（財団法人日本土壌協会発行 堆肥等有機成分分析法(2000)に

準じて行う） 
根長測定試験によ

る生育障害性調査 
(供試植物) 

コマツナ 
(試験方法) 

汚泥の水抽出液(1:10)をろ紙を敷いたシャーレに入れ、コマツナ

種子を播種し、30℃暗黒条件下で３日間インキュベートを行い、発

芽したコマツナ幼根の長さで障害性の有無を調査する。 

（財団法人日本土壌協会発行 堆肥等有機成分分析法(2000)に

準じて行う） 
結果の記録方法 分析結果については表２－３に示す野帳に記録する。発芽試験及び

根長測定試験結果については表２－４及び表２－５に示す野帳に記

録し、調査時の写真撮影を行う。 
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表２－３　分析記録野帳（デンセツ商事株式会社）

検査印

試料採取場所 　

試料採取日　　　　　　年　　　　月　　　　　日 　分析担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　分析日　　　　　　　年　　　　月　　　　　日

分析項目 分析結果 分析方法 備考

油分率 重量法

ｐH ガラス電極法

塩類濃度 電気伝導率計法

全窒素 デバルダ合金－硫酸法

全リン酸 バナドモリブデン酸アンモニウム法

全カリウム 原子吸光測定法

カルシウム 原子吸光測定法

マグネシウム 原子吸光測定法

マンガン 原子吸光測定法

鉄 原子吸光測定法

全炭素 乾式燃焼法

［所見、その他特記事項］
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表２－４　発芽試験記録野帳（デンセツ商事株式会社）

検査印

試料採取場所 　

試料採取日　　　　　　　年　　　　月　　　　　日 　試験担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　印

発芽試験開始日　　　　年　　　　月　　　　　日

希釈倍率 播種総数 供試品種

年　月　日　／　累積日数　 発芽数（個） 発芽率（％） 備考

［所見、その他特記事項］
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表２－５　根長測定試験記録野帳（デンセツ商事株式会社）

検査印

試料採取場所 　

試料採取日　　　　　　　年　　　　月　　　　　日 　試験担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　印

試験開始日　　　　　　　年　　　　月　　　　　日

希釈倍率 播種総数 供試品種

調査日　　　　年　　　月　　　日

個体番号 対照区 試験区 備考

1

2
3

4

5
6

7
8

9

10
11

12
13

14

15
16

17
18

19

20

平均根長(mm)±標準偏差

判定

［所見、その他特記事項］
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３．異常時の対応 

異常時の対応については、作業手順（１０）によるものとする。 

 

策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（１０） 異常時の対応方法 

策定者 村下 淳子 

異常時 機器の異常が発生した場合には、環境技術開発者及び実証試

験実施場所の所有者へ連絡し、適切な処置を実施させる。 

異常時の記録方法   異常時には表３－１（２）に示す管理日報 特記事項欄に記

録するものとする。 

 

４．その他、留意事項 

その他、留意事項については、作業手順（１１）によるものとする。 

 
策定日 H16.9.1 

改訂日 作業手順（１１） その他、留意事項 

策定者 村下 淳子 

留意事項 ① 実証機関関係者は、実証試験に関連する環境・衛生・安全対

策を厳重に実施する。 

② 場内は禁煙となっており、指定された場所のみ喫煙許可とす

る。 

③ 実証機関関係者の控え室は二階事務所を使用する。 

④ 実証機関関係者のトイレは一階事務所を使用する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（付録）サンプリング野帳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




